
　皆さま明けましておめでとうございます。令和

５年の新春を迎え、謹んでお喜びを申しあげます。

皆さま方におかれましては、当協会事業に対し、

日頃よりなにかとご高配を賜り、厚く御礼申しあ

げます。

　さて、我が国においては、いまだ「新型コロナ

ウイルス感染症」の影響が収まらず、また世界に

目を向けると昨年２月からのロシアによるウクラ

イナ侵攻に続き、エネルギー不足、食糧不足を引

き起こしております。

　ただ人類はこの苦難の時期に様々な努力を惜し

んではおりません。ワクチン生産から新薬の開発、

人々が直接交流する代わりに更なるＩT技術の頭

角など…。我が国においても、ＤＸ（デジタルト

ランスフォーメーション）への推進やそれに適応

するためのリスキリングが推奨されてきています。

皆さまにおかれましても、その対応に追われてい

ることでしょう。また、国内におけるインボイス

制度にも対応しなければなりません。

　役所においても様々な申請がデジタル申請に代

わりつつあります。当協会におきましても内部事

務のペーパーレス化を目指すとともに、各申込み

をさらにしやすくするためのシステム変更を行う

予定です。

かのアイザック・ニュートンが17世紀ヨーロッパ

で大流行したペストでの2年間の自主隔離期間を

「創造的休暇」と唱え、自らは「万有引力の法

則」をも発見しました。明けない夜はありません。

今年は、多くの犠牲の上で打ち勝った「コロナ元

年」とすべく大きな希望を抱ける年にしたいもの

です。併せて、世界平和と私たちの子孫が未来永

劫この美しい地球で自然と共存できますよう新た

なる一歩を皆さまとともに歩んでいきたいと存じ

ます。

　最後に、本年が皆さま方にとって幸多い素晴ら

しい一年となりますよう祈願し、一年最初の挨拶

とさせていただきます。

公益財団法人大阪府危険物安全協会

理事長　　田龍藏
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　新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
　昨年は、長引くコロナ禍に加え、ロシアによるウ
クライナ侵攻が世界に衝撃を与え、その後のエネル
ギー危機や物価高騰などが私たちの生活に大きな影
響を及ぼしました。本府では、府民の命と暮らしを
守ることを最大の使命として、感染症対策や物価高
騰対策を切れ目なく実施し、府民や事業者の皆様と
ともに困難に立ち向かってきました。
　一方で、大阪・関西万博の開幕1,000日前イベント
や、３年ぶりの御堂筋オータムパーティー、さらに
は、２６年ぶりに日本一に輝いたオリックス・バフ
ァローズの優勝パレードが行われるなど、大阪の街
にもにぎわいが戻ってきた１年でした。
　2023年は、新型コロナウイルス感染症や物価高騰
への対策を着実に進めるとともに、大阪府・大阪市
が連携して取り組んできた成長戦略、まちづくりに
ついて、万博をインパクトとして、これまで以上に
府市一体となって大阪が成長・飛躍する土台づくり
を進めていきます。
　全国的に、コロナの感染者が増加しています。発
熱外来の強化をはじめ、重症化リスクの高い高齢者
や小児への治療・療養体制の充実など、オール医療
提供体制の確立を進めていきます。インフルエンザ
との同時流行に備えながら、感染症対策に万全を期
すとともに、府民の皆様には、感染防止対策の徹底
はもちろんのこと、早期のワクチン接種、検査キッ
トや常備薬の準備をお願いします。
　また、４０年ぶりの急激な物価高騰を踏まえ、食
費負担が大きい子育て世帯を支援するため、お米等
の食料を配付します。さらに、コロナ禍で孤独・孤
立の問題が顕在化していることを受け、ひきこもり
やヤングケアラーなどに対して、行政や民間支援機
関などオール大阪の体制で取り組んでいきます。
　暮らしを支えるセーフティネットを充実させなが
ら、感染症対策と社会経済活動の維持を両立する
「ウイズコロナ」を実現していきます。
　大阪・関西万博の開催まであと２年余りとなり、
いよいよ会場建設工事が本格化します。国や博覧会
協会、経済界、府市が一体となって準備を加速させ、
確実に万博の成功につなげます。地元パビリオンで
ある「大阪ヘルスケアパビリオン Nest for Reborn」
では、最先端の再生医療技術（ｉＰＳ細胞）を活用
した『生きる心臓モデル』の展示に向けて取り組ん
でいます。未来を担う子どもたちをはじめ、訪れた
人々が「いのち」や「健康」、近未来の暮らしを感
じ、ワクワクする展示を行い、大阪のポテンシャル
を世界に示す万博にしていきます。
　また、１０月にはG7貿易大臣会合が大阪・堺で開
催されます。万博への弾みとするとともに、世界遺
産である「百舌鳥・古市古墳群」や大阪産（もん）
など、大阪・堺の魅力を世界に発信していきます。
　２０２５年をターゲットイヤーに、万博という大
きなチャンスを最大限に活かし、新たな価値を創出
することで、大阪の成長に着実につなげます。

「my iPSプロジェクト」など、大阪・関西で取り組
まれている最先端の医療技術を万博で発信・披露す
るとともに、再生医療の産業化等をめざす未来医療
国際拠点の形成を進めます。次世代モビリティであ
る空飛ぶクルマは、万博会場を中心とした商用運航
の実現に向けて、実証実験などでの準備を重ねます。
さらに、カーボンニュートラルの実現に向けた次世
代蓄電池や水素の技術開発・実証や府民の暮らしを
便利にするデジタル改革など、先進的な取組みを重
点的に進めます。
　さらに、万博後の大阪・関西の成長エンジンが、
ＩＲと国際金融都市の実現です。ＩＲは、国による
区域整備計画の認定を得られれば、いよいよ開業に
向けて動き出します。ギャンブル等依存症対策につ
いては、昨年末に対策推進本部を立ち上げたところ
であり、正面から取り組んでいきます。国際金融都
市の実現に向けては、昨年１２月に英国で投資家等
に向けたプロモーション活動を行いました。世界か
らの投資を大阪に呼び込み、金融の力で大阪の成長
を加速させていきます。
　大阪の成長・発展には、その基盤となる都市イン
フラが不可欠です。万博にあわせてさまざまなプロ
ジェクトが進行しています。淀川左岸線、なにわ筋
線、大阪モノレールや北大阪急行の延伸などのイン
フラ整備や、３月に新駅開業を迎えるうめきた２期
をはじめ、新大阪駅周辺地域や大阪城東部地区など
の拠点開発を着実に進めていきます。また、昨年策
定した、大阪全体のまちづくりの方向性を示す新し
いグランドデザインをもとに、市町村とも協力しな
がら、官民一体となって取り組みます。さらに、今
後高い確率で発生すると予想される南海トラフ巨大
地震に備え、府市で大阪湾の防潮堤の液状化対策を
進めており、三大水門の更新と合わせて、災害対応
力を強化していきます。
　大阪の成長を実現させ未来を切り拓くのは、
「人」の力です。特に、次世代を担う子どもたちが
チャレンジできる環境づくりに投資をします。英語
教育の推進やICTの積極的な活用など、グローバル
社会に対応できる人材の育成に力を入れます。また、
公立・私立を問わず、特色・魅力ある高校づくりを
進めていくことで、大阪の教育力の向上を図るとと
もに、支援を必要とする児童・生徒の増加を踏まえ、
新校設置をはじめとした支援学校の整備を進め、子
どもの多様性に応じ、誰一人取り残さない教育をめ
ざします。さらに、昨年４月に開学した全国最大規
模の公立総合大学である大阪公立大学において、国
際社会で活躍できる人材の育成に取り組みます。
　コロナや物価高騰など、依然として、私たちはさ
まざまな課題に直面していますが、２年後の万博を
千載一遇のチャンスととらえ、皆様とともにこの危
機を乗り越え、大阪の成長を実現し、世界の課題解
決に貢献する国際都市・大阪をめざします。
　府市がより一層連携を強化することで、東西二極
の一極として日本の成長をけん引し、豊かで利便性
の高い暮らしを実感できる「副首都・大阪」の確立
をめざします。
　本年も、府民の皆様のより一層のご理解とご協力
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げますとと
もに、皆様にとって素晴らしい年となりますように
お祈りいたします。　

大阪府知事
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　令和５年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを
申し上げます。　
　平素は大阪府下の消防行政の推進に格別の御理
解、御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症が我々の生活を一変
するに至ってから３年の月日が流れました。この
３年間、会員事業所の皆様におかれましては、俯
くことなくひたむきに日々の業務を遂行してこら
れたことに、心から敬意と感謝を申し上げます。
　さて、昨年の大阪府内における危険物施設の事
故の状況については、特筆すべき事故は発生しま
せんでした。このことは、皆様の日頃からの危険
物に対する意識の高さと徹底した保安管理体制の
賜物であると考えております。しかしながら、大
きな事故には発展しなかったものの、操作確認の
不十分や誤操作等、注意、確認をしっかり行って
いれば防げた事故が少なからず発生していること
も事実です。皆様におかれましては、引き続き日
常点検の徹底をお願いするとともに、従業員の方
々への保安教育・訓練の充実に一層の御尽力をい
ただきますようお願いいたします。
　大阪府下消防長会といたしましても、危険物施
設の「事故ゼロ」を目指し、皆様とともに、安全

対策の充実に取り組んで参ります。
　話は変わり、２年後の2025年には大阪市此花区
の夢洲において「いのち輝く未来社会のデザイ
ン」をテーマに「大阪・関西万博」が開催されま
す。昨年、大阪・関西万博公式キャラクターが
「ミャクミャク」と命名されました。その名には、
今まで脈々と受け継がれてきた伝統を未来に受け
継いでいくという思いが込められています。
　大阪府下消防長会も、今後とも、皆様とともに
安全な都市「大阪」を目指し、後世にしっかりと
その意思を継承していくことで、輝かしい大阪の
未来を築いていく所存でございます。
　結びにあたり、新型コロナウイルス感染症が一
刻も早く終息し、平穏な日常が戻ることを切に願
うとともに、大阪府危険物安全協会のますますの
御発展と会員事業所の皆様の御健勝、御多幸を心
から祈念いたしまして、私からの新年の御挨拶と
させていただきます。

大阪府下消防長会会長
大阪市消防局長

小西一功
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一般財団法人全国危険物安全協会

理事長　兵谷芳康

　令和５年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を
申し上げます。
　公益財団法人大阪府危険物安全協会及び会員の
皆様におかれましては、日頃より危険物に関する
安全思想の普及啓発や危険物施設における安全対
策の推進などにご尽力され、地域の安全・安心に
多大なる貢献をされておられますことに、あらた
めて深く敬意を表します。
　昨年は、ロシアによるウクライナ侵攻や新型コ
ロナのまん延など緊迫した世界情勢となりました。
このためLNG、小麦、半導体など私たちの生活に
欠かせないモノが不足し、記録的な円安がこれに
輪をかけ、幅広い分野での物価上昇が続いていま
す。コロナの第８波も心配です。またカーボンニ
ュートラルへの取組も今後の大きな課題です。
　一方で、コロナ禍を機に、これまで遅れていた
働き方改革が進み、電子申請の導入やオンライン
による会議・講習の実施などデジタル化も一気に
進展しています。
　当協会におきましても、危険物に関するデジタ
ル化として、各都道府県がオンラインでの保安講
習を本格的に実施できるよう新たにシステムを整
備し、支援をしております。また当協会が行う地

下タンク・移動貯蔵タンク等の定期点検技術者講
習についても、対面講習と併用してオンラインに
よる運用を始めました。
　また、普及啓発の面でも、YouTubeに開設した
「全危協チャンネル」にこれまで４本の動画を配
信しましたが、開始１年で既に８万回を超える視
聴をいただきました。今後もさらに動画を作成し、
幅広い層への情報発信に力を入れてまいります。
　一方、新型コロナ対策や近年の諸物価の高騰な
どにより各県危連の運営が大変厳しい状況となっ
ておりますことから、少しでも財政面での支援と
なるよう新年度には県危連への委託業務について、
その委託料の引上げも行いたいと考えております。
　一般社団法人全国危険物安全協会としては、今
後も関係機関及び公益財団法人大阪府危険物安全
協会をはじめ各都道府県危険物安全協会連合会の
皆様と緊密な連携を図りながら、安全思想の普
及・啓発など危険物に関する安全の確保を図って
まいります。
　結びに、公益財団法人大阪府危険物安全協会が
　田理事長を中心としてますますご発展されます
こと、また会員の皆様のご健勝とご多幸を心から
祈念申し上げ年頭のご挨拶とさせていただきます。
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　１月２５日は「日本最低気温の日」です。日本
で最も低い気温が観測された日だからです。

　その気温が観測されたのは北海道の旭川市で、
今から１２０年以上前、明治３５年の１月２５日
です。その気温はなんと、－４１度です。ちなみ
に冷凍庫の温度は－１８度前後で、北海道では冷
凍庫よりも寒い日もありますが、それにしても－
４１度というのは、想像もつかないほどの寒さで
す。また、２番目に低い気温が観測されたのも、
北海道、こちらは帯広市。同じ年の翌日、１月２
６日です。このころ相当な寒波がやってきていた
のだと想像できます。３番目の北海道旭川市郊外
の江丹別で観測された－３８ .１度までは富士山で
観測された最低気温よりも低いことにも驚きで
す。大阪の過去最も低い気温は昭和２０年１月２
８日の－７ .５度です。北海道とは比較になりませ
んが、大阪は年に３、４日程度しか０度を下回る
日がなく、マイナスの予想がでればこれはかなり
冷え込むと身構えるほどであることを考えると、
－７ .５度とは相当寒かったのではないかと思いま
す。この冬もその記録が塗り替えられることがな
いことを祈るばかりです…。

　こちらは大阪の平年の平均気温です。最も低い
時期は１月下旬と２月上旬の５ .８度です。この時
期が真冬になります。ただ、太陽が一年で最も空
低いところを通り、昼の時間が一年で最も短くな
る冬至は２０２２年は１２月２２日でした。冬至
を含む、１２月下旬よりも一か月以上遅れて真冬

が来るんです。
　昼が長ければ地球から出ていく熱よりも太陽か
ら受ける熱のほうが多くなりますが、反対に夜が
長ければ受ける熱よりも地球から出ていく熱のほ
うが多くなります。
　こちらは冬至以降の昼の時間と夜の時間の長さ
を表したものです。

　冬至は１年で最も昼が短く、夜が最も長い日な
ので、熱が出ていく量が１年で最も多くなります。
ところが、冬至を過ぎても夜の時間は徐々にしか
短くならず、しばらく熱が出ていくほうが多いん
です。このため冬至を過ぎてからも気温が下がり
続け、１か月以上たったあとに寒さが最も厳しく
なり、真冬となるんです。
　その寒さがあるからこそ生み出される美味しい
ものもあります。味噌、醤油、お酒、そして、そ
うめん。そうめんというと食べることが多いのは
夏だと思いますが、生産が最
盛期を迎えるのは冬、それも
寒さが厳しいころなんです。
天日干しして、麺を乾かして
いきます。寒さは身体には堪
えますが、美味しいものが生
み出されていると考えてしま
うと、耐えるしかないなとも
思いますよね？

「冬至よりも１か月以上遅れて真冬がくるのは？」
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　わたしたちの身の回りにある「水」について、

あらためて考えてみよう。雨が降り、川となって

海に流れ込み、雲になってまた雨が降る。水はこ

のように大きく循環しており、地球は水の星とい

われている。動物も植物も日々、水を摂取してお

り、水がなくては生きることができない。我々の

体の約60%は水分が占めている。また、この記事

の読者にとっては、水が消火剤として最も代表的

であることを思い浮かべるかもしれない。

　このように、大量に、あたりまえのように我々

の身の回りに存在する水であるが、実は、化学的

にはとても不思議な性質をもった変わり者である。

◆水の沸点、融点

　水（H2O）は酸素の水素化物である（OにHがく

っついていますよね）。その観点から、水の類縁

体でかつ分子量が近いものとして、炭素の水素化

物であるメタン（CH4）と窒素の水素化物である

アンモニア（NH3）と性質を比較してみる。下に

は、これらの沸点、融点を示している。水だけが

常温常圧で液体であり、明らかに、類似の化合物

に比べて、水は融点と沸点が極端に高く、かなり

変わり者であることがわかる。

◆水の密度

　一般に多くの物質は，液体から固体へ変化する

際，体積が減少（密度が増加）する。しかし、水

は液体から固体へ変化する過程で体積が増加（密

度が減少）する性質があり、変わり者である。水

は固体の方が液体より密度が低いので氷は水に浮

くわけであるが、これは水に特有のことであるこ

とを再認識してほしい。冬の湖において表面が凍

結している景色を見ることがあるが、氷の下は液

体の水である。もし、水が普通の性質をもってい

たら、氷は底から溜まり、浅い地域では表面まで

凍ってしまうであろう。海においても、下の方か

らどんどんと冷えて氷が溜まっていき、現在とは

まったく違った世界になっていたであろう。はた

して、生物は地球に繁栄していたかも大きな疑問

である。つまり、この水の変わり者の性質のおか

げで、我々は現在の世界を生きているといえる。

状態図における融解曲線が水では負の傾きをもっ

ていることは、このことが原因である。

◆水の比熱

　物質によって、熱しやすさ、冷めやすさ（熱し

にくさ、冷めにくさ）は異なり、これはそれぞれ

の物質特有の性質である。鉄は熱しやすく、冷め

やすいし、水は熱しにくく、冷めにくいというこ

とがよく例に挙げられる。この性質を数値として

示すものが比熱で、質量1gの物体を1℃上昇させ

るのに必要な熱量と定義される。水1gを1℃上昇

させるのに必要な熱量を1calと定義しているので、

水の比熱は1cal/g·℃である。1cal=4.186 Jなので、

水の比熱は4.186J/g·℃とも表現される。一方、鉄

の比熱は0.104cal/g·℃（0.437J/g·℃）である。こ

のように、水は比熱が大きいことが特徴として挙

げられる。水が消火剤として用いられる理由のひ

とつに冷却効果があり、水の蒸発熱（液体から気

体にするために必要な熱量）が大きいことに加え

て、この大きな比熱が理由である。

　来月は、この不思議な水の性質は、なぜおこる

のか、なぜ水は変わり者なのかについて解説して

いく。
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「水は実は変わり者」

⇐ 変わり者
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　阪神・淡路大震災から28年を迎える。阪神・淡

路から28年が経過ということは、それだけ南海ト

ラフ沖地震に近づいた、ということだ。西日本の

過去の災害履歴を見ると、巨大地震が次々と起こ

る活動期は、大規模な直下型地震が発生してから、

南海トラフ沖地震が発生するまで、ほぼ50年間続

く。現在の活動期が、阪神・淡路大震災から始ま

っているので、次の南海トラフ沖地震が発生する

のは、ほぼ22年後と逆算できる。「今後30年以内

に8割の確率で起きる」といわれる所以である。

　その周期性は、プレート境界における地震エネ

ルギーの蓄積と開放のメカニズムを反映したもの

であるが、揺らぎのある自然現象なので、10年後

かもしれないし40年後かもしれない。何れにしろ、

目の前に南海トラフ沖地震が迫っていることだけ

は確かで、都市の不燃化や施設の耐震化などにか

かる手間と時間を考えれば、「待った無し」の状

態にある。それだけに、巨大地震を想定した防災

対策のギアチェンジが急がれる。地震対策の総点

検と総出動を促したい。

　ということで、正しく恐れ正しく備えなければ

ならない。正しく恐れるということでは、次の南

海トラフ沖地震の特性を正しく捉える必要がある。

その要点は、以下の3つである。第1に、過去に例

を見ない超巨大な地震が発生するということ、第

2に、感染症蔓延や食糧危機といった厳しい環境

の中で発生するということ、第3に、高度に発達

した情報エネルギー社会が大地震の洗礼を受ける

ということである。昭和の南海地震や28年前の阪

神淡路大震災とは、まったく違ったことが起きる。

　阪神・淡路と違って、巨大津波が押し寄せる、

長周期振動に見舞われる、広域的に被害が発生す

る、といった特質を持つ。巨大津波ということで、

沿岸部の市街地は火攻めに加え水攻めにもあう、

長周期ということで、超高層ビルや大規模施設が

大きな被害を受ける、広範囲の被害ということで

支援が届かないことを、覚悟しなければならない。

ここで見落とせないことは、昭和南海トラフ沖に

比して、マグニチュード9.0と放出されるエネルギ

ーが数十倍と大きいことである。

　感染症などとの複合災害も覚悟しなければなら

ない。加えて、経済危機や食料危機が追い打ちを

かけてくる。二重苦、三重苦ということで、国家

の存亡が問われることになる。となると、壊滅的

な被害を受けないように、今のうちから減災対策

や防護体制を強化すること、事業継続や迅速復旧

の準備をしておくこと、危急時のエネルギー供給

のシステムを構築しておくことが欠かせない。こ

の事前防備ということでは、エネルギー供給の使

命を持つ事業所の果たすべき役割は極めて大きい。

南海トラフ沖地震に備える
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　新しい一年の始まり。2023年の干支はうさぎと
いうことで、私の家にいるうさぎが今年は大活躍
してくれるはずだ。
　兵庫県にある中島家には、私が物心ついた時か
ら動物がわんさかいた。母が動植物を大好きなも
のだから、最初たった一匹飼っていた雑種犬から、
あれよあれよという間に増えていったのだ。犬、
猫、うさぎのスタンダードなモフモフ系の動物は
もちろん、ハムスター、モルモット、リス、チン
チラ、アヒル（これは小学校の時に一時預かりし
たもので、母は庭に手作りの池までこしらえてい
た）、鳥、亀、すっぽん、タツノオトシゴ、ブラ
ックアロワナ、ウーパールーパー、トカゲ、蛇、
サソリ、タランチュラ、名前のわからないたくさ
んの魚、などなど、家の中はマイナスイオン大量
発生で大変なことになっていたのだ。そういった
ことで、冷凍庫の中には人間が食べる鶏肉の上に、
蛇にやるピンクマウス（冷凍餌のネズミの赤ちゃ
ん）がドドンと置かれていたり、食卓の上に餌用
のコオロギやゴキブリの入ったケージが鎮座して
いるなどして、無法地帯もいいところだった。
「非常事態で食料がなくなっても、うちは食物連
鎖でしばらくは生きていけるね」とよく冗談で言
っていたものだ。虫をトカゲが食い、トカゲを猫
が食い、といった具合に（想像したらそんなもん

絶対に嫌だけど）。
　一時期、手作りの年賀状を出していた時は、中
島家にいる動物の写真でだいたいまかなえて便利
だった。子年→ネズミいる、丑年→牛はいない、
寅年→猫が近い、卯年→ウサギいる、辰→タツノ
オトシゴいる、巳年→蛇いる、午年→馬いない、
未年→残念ながら羊もいない、申年→似たような
もんで人間、酉年→鳥いる、戌年→犬いる、亥年
→イノシシ不在。グレーゾーンも入れたら12中
8、実に66％の動物が揃っていたということで、
家庭内サファリパーク認定ということでいいだろ
う。
　今年の干支であるうさぎは庭の半分にうさぎの
居住空間が作られ、そこで飼われていた。子うさ
ぎが生まれたりなどして、多い時は7～8匹はいた
ように思う。たくさんの動物に囲まれて育ったの
で、動物と一緒に過ごす事が当たり前になってし
まった。いま私の家にいるうさぎはデーヤン・ス
パラヴァロという名前のネザーランドドワーフだ
（前に飼っていた真っ黒なうさぎが「ムーンライ
ト横山」という芸人みたいな名前だったので、張
り切って高貴な名前をつけた）。
　今年の春、私は今住んでいる東京から関西に転
居する予定で、今年はデーヤンからすると、生ま
れて初めての旅を冒険
する忘れられない年に
なるはずだ。どうかう
さぎのデーヤンにとっ
ても皆様にとっても、
2023年が良き一年にな
りますことを。
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干支がだいたい揃う家
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